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１．研究計画の概要 

本研究では、多様なニーズを持つ子どもを
含めた学級やクラブ、余暇支援活動における
教師や支援者の運営・関わり方、クラスや組
織内の構成員の相互関係などについて、調査
を行うものである。そのため学校と地域の余
暇スポーツ支援システムに関する象徴的な
取り組みを行っているベルリン市州、ニーダ
ーザクセン州の学校、余暇活動支援施設、地
域クラブなどを対象に、その組織、構成員等
の取り組みや意識に対する聞き取りを行う
とともに、実際の活動場面の映像記録を通し
て分析を行う。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)平成 20 年度の調査では、ベルリン市州、
ニーダーザクセン州を対象に、それぞれの地
域で、多様なニーズを持つ子どもを含めた学
級やクラブ、余暇支援活動における教師や支
援者の組織運営・関わり方、学級や組織内の
構成員の相互関係などについて、これらが時
間経過とともにどのように変化するのか、縦
断的にとらえるための基礎的な資料収集が
行われた。ベルリン市州では、インクルージ
ョン教育の先進校（フレーミング基礎学校）
と移民・生活保護地区の学校（ヴェッディン
グ基礎学校）を対象に、授業（スポーツ・余
暇・地域生活移行関係）学校の観察、教師・
関係者のインタビュー、ビデオによる記録と
分析を実施した。ニーダーザクセン州では、
学校、福祉施設（リンデン特殊学校、ヤーヌ
シュ・コルチャック特別支援学校、実科学校、
基幹学校）を対象に、校内システム、指導法・
教材の分析、教師インタビューを実施した。

またスポーツに関連する授業方法や留意点、
地域スポーツへの広がりなどについて調査
を行った。 
 
(2)平成 21 年度の調査では、ニーダーザクセ
ン州を対象に、余暇支援活動における支援者
の組織運営・関わり方などの相互関係につい
て、さらに幼児期からの支援に関連し、地域
スポーツへの広がりなどについて調査を行
った。またベルリン市州では、インクルージ
ョン教育に関する継続調査とともに福祉法
人と地域行政機関の協力で行われている余
暇支援活動（ディスコクラブなど）への訪問
調査、障害者の総合型地域スポーツクラブ
（SGH）が行っている各種目のスポーツ活動、
車いすバスケットボールイベントなどの調
査を行った。 
 

(3)平成22年度の調査では、ニーダーザクセン

州のリンデン学校、ヤーヌシュ・コルチャッ

ク支援学校、職業学校（キビナン）を訪問し

、教育的支援の変遷や現状について継続調査

を行った。ベルリン市州では、継続調査とと

もに基礎学校卒業後の様子について調査する

ために、Oberschuleの調査を行った。また福

祉法人と地域行政機関の協力で行われている

余暇・就労支援や情報提供機関（Blisse14）

、旅行や余暇支援機関への訪問調査、障害者

の総合型地域スポーツクラブ（SGH）が行って

いるスポーツ支援活動などの調査を行った。 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
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(理由) 
長期にわたる入念な事前準備を行うととも
に調査計画に沿って調査資料の収集を進め
たのに加え、調査地の学校や福祉関係者から
想定以上の協力が得られたことから、予想を
上回る調査資料を収集することができたた
め。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1)収集された資料についての整理分析：地
域特性や学校種等による教育と余暇支援の
関係について分析を進める。 
 
(2)分析結果の学会報告（ISAPA、日本特殊教
育学会、JASAPE）と論文発表、著書による公
表などを行う。 
 
(3)日本における教育、福祉支援の内容と比
較検討を行うことにより、今後の地域支援シ
ステムの構築に向けたより具体的な資料を
得ることができると考えられることから、日
本の調査と平行させた調査に発展させるこ
とを計画している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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